
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊夏は雑草との戦い！ 敵もなかなかしぶとい？！ 

大草野小学校グラウンドの除草作業！ 6月２６日（土） 
 どう見ても、学校用務員一人だけでは追いつきそう

にない、成長著しい雑草君たちの状況をみて、コミュ

ニティの役員６名が草刈り機を持参して集まり、草刈り

機でできる範囲の除草作業をしました。 

約２時間で一通り終えることが出来ました。 この日

は、大変嬉しいことに、少年野球チームの保護者会

（山口会長）から、飲み物とお菓子の差し入れがあり、

「こんなにしてもらえると、やりがいがあるねぇ！」と、参

加者から声が上がるほど、よく冷えて美味しいアクエリ

アスでした、有り難うございました！  

大草野小学校では、 

９月５日（日）６：３０ から、「PTA除草作業」になっています。 

当コミュニティにも第２運動場の草取りと草刈り機での協力依頼があっています。 

当日、都合がつかれる会員の方は、学校へのご協力・ご支援をよろしくお願いします。 

こちら、 防災広場は、今年度２回目の草刈り！ 
 （７月１５日：木曜日）  梅雨が明けたばかり、朝から気温がかなり上昇しましたが、１１人が集まりまし

た！  これまでは、グラウンド自体にそれほどの雑草は見られませんでしたが、竣工から１年半近くになり、

小さな芽がいっぱい見られるようになりました。 そこで、いつもより多く応援を受けて、人海戦術です。 一

本一本手で引き抜き、出来るだけ根を取って行くことで、次の発芽までの時間を遅らせたいと、一丸となっ

て作業を

しました。 

「サンシャ

イン オン

マイショル

ダー♪」と、

昔懐かし

い歌がで

る余裕も

なく、みな
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さん、まじめな方ばかり、黙々と手

が動いていました。 その甲斐あ

って、 モヤモヤしていたグラウン

ド表面がくっきり、スッキリしまし

た！これで、夏季訓練前に間に

合いました。 

 心置きなく訓練に使ってもらえ

るようになってよかったです！ 

（写真左：草刈作業前後） 

≪夏季訓練をのぞき見！》 

 １８日（日）、朝７時から９時まで

の２時間にわたって消防団の夏

季訓練が行われました。 防災広

場で訓練を行っていたのは第６分団

（今寺、井手川内、下野、下吉田、式

浪・三坂の５つの部）でした。 

暑い日や寒い日でも、市民の安心

安全のために、統率された機敏な行

動ができるように訓練は行われます。 

今回も、とても暑い中に頑張ってい

ただき、有り難うございました。 

これからも、防災広場の本来の役

割機能を果たせるためと、地域のみな

さん方が楽しく利用してもらえるように、

しっかり管理をしていきたいと思います。 

益世会による塩田川右岸（下流に向かって右側）の草木伐採作業のお知らせ 
８月２９日（日）６時１５分から、式南橋から千石堰（南下）までの区間の除草作業が行われます。 

今回の作業は、昨年より少し骨折りそうです。しっかり骨太に成長した雑草の群れが待ち受けています。 

当日、作業していただく皆さん、くれぐれも用心し、怪我が無いように、暑さに負けずに頑張りましょう！ 

・・・苅草の焼却は、９月４日（土）に予定されています。・・・ 

 

〈編
集
後
記
〉 

「変
え
よ
う
」と
す
る
こ
と
・・ 

 

役
場
の
仕
事
に
も
慣
れ
て
落
ち
着
い
て
き
た
頃

に
、
「
自
分
は
、
こ
こ
に
何
を
残
す
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
た
。
民
間
事
業
所
と
違
っ

て
、
手
柄
を
立
て
て
も
そ
ん
な
に
引
き
立
て
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
、
成
果
は
す
べ
て
組
織
と
意
思
決

定
権
者
で
あ
る
ト
ッ
プ
の
も
の
に
な
る
の
が
普
通

だ
。 

学
問
上
で
も
、
公
務
員
は
組
織
の
一
つ
の

「補
助
機
関
」だ
、
と
言
っ
て
い
る
。 

 

あ
れ
こ
れ
考
え
て
、
最
終
的
に
行
き
着
い
た
結

論
は
、
一
番
取
り
組
み
や
す
い
こ
と
は
、
「
自
分
が

し
て
い
る
仕
事
の
質
の
向
上
か
な
。
」と
思
っ
た
。 

そ
れ
が
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
直
結
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
、
と
信
じ
る
こ
と
に
し
た
。 

 

公
務
員
に
は
異
動
が
あ
り
、
３
、
４
年
す
れ
ば
殆

ど
の
職
員
が
違
っ
た
課
や
グ
ル
ー
プ
に
変
わ
る
。
そ

の
異
動
の
時
に
は
前
任
者
と
の
事
務
引
継
が
あ

る
。 

こ
の
と
き
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。 

引
き
継
い
だ
業
務
の
内
容
把
握
や
処
理
方
法

な
ど
に
、
何
も
疑
問
を
持
た
ず
、
従
来
ど
お
り
に

何
も
変
え
ず
業
務
を
繰
り
返
し
て
い
て
は
、
到

底
、
事
務
改
善
な
ん
て
あ
り
得
な
い
し
、
組
織
や

自
治
体
そ
の
も
の
の
発
展
も
無
い
。 

自
分
自
身
が
そ
の
係
に
存
在
し
た
痕
跡
を
残
す

た
め
に
は
、
「
ど
れ
だ
け
質
を
あ
げ
た
か
、
改
善
し

た
か
。
」
だ
。 

だ
か
ら
、
新
採
職
員
の
研
修
を
担

当
し
た
再
任
用
の
と
き
に
は
、
「
先
輩
が
し
て
き
た

仕
事
の
全
て
を
信
用
す
る
な
、
本
当
に
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
？
と
、
す
べ
て
１
か
ら
自
分
の
目
で
見

直
し
な
さ
い
！
」と
新
採
に
言
っ
て
き
た
。 

平
成
七
年
に
聞
い
た
「
公
正
の
正
義
」
と
い
う
言

葉
と
同
じ
く
ら
い
、
私
が
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
で

あ
り
、
す
べ
て
の
出
発
地
点
は
、
「
い
ま
、
目
の
前
の

仕
事
は
、
誰
の
た
め
に
や
る
の
か
！
」で
あ
り
、
か
つ

根
幹
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
枝
葉
は
成

り
立
た
な
い
と
思
う
。 


